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人生を輝かせる山登りのススメ（第31回）
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初めての山へ行くと想像してみてください。みなさんは、その山の難易度をどのように確認していますか？

ガイドブックで調べる、行ったことのある人に直接聞く、インターネットで登った人の感想を読むなど、いろいろな方法があり
ますね。山の遭難事故の多くは力量不足から起こるので、計画段階で自分の力量に合った山選びをすることがとても重要
です。でも、初心者にとっては、その山が本当に自分の体力・経験で登ることができるのか考えるのは難しいもの。そこで役
立ててもらいたいのが「山のグレーディング」です。

グレーディング表を参考に登山ルートを選ぼう

2017年12月17日、都内で中央四県サミット「山のグレーディング活用セミナー」が行われ、私も参加してきました。この日、定
員50人のプログラムが午後に2回行われたのですが、年末の多忙な時期にもかかわらず、どちらも満員となる盛況ぶり。い
かに山のグレーディングが登山者の関心を集めているのかが分かります。

グレーディング活用セミナーの様子。見事に満席、みな講師の話に集中しています

 

山のグレーディングとは、登山ルート別の難易度評価のことで、有名山岳の人気ルートを体力度と技術的難易度別にまとめ
たものです。2014年に長野県が初めて県内の102ルートについてグレーディングを行いました。続く2015年には、新潟県、
山梨県、静岡県の3県で284ルートのグレーディングが公表されました。その後、岐阜県、群馬県、栃木県の3県で242ルート
も加わり、2017年12月現在、7県で合計628ルートのグレーディングが以下の行政HPで公開されています。それぞれのリン
ク先からグレーディング表を開けますので、ぜひ見てみてください。
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・山梨県：123ルート
・長野県：102ルート
・群馬県：85ルート
・栃木県：82ルート
・静岡県：82ルート
・新潟県：79ルート
・岐阜県：75ルート
（以上、ルート数順）

グレーディング表は縦軸が「体力度」で、数字1～10の10段階（数字が大きいほど体力が必要）で評価されています。横軸
は「技術的難易度」です。こちらはA～Eの5段階（Aは危険箇所が少ない山で、Eに近づくほど険しく技術的に難しい）に分
けられています。

群馬県「山のグレーディング」リーフレットから引用（一部抜粋）。専用ページからダウンロード可能です

 

登山経験のある中高年者こそ現在の体力や能力と相談すること… 続きを読む
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